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足
羽
川
の
河
原
で
、

　
ま
き
割
り
や
っ
て
み
ま
し
た
。

99

4 月 2日と 3日、足羽川河川敷（幸橋～泉橋右岸）でアウトドアと食をテー
マにした「ふくいまちキャン」が開催され、「まちなか B

バーベキユー

BQ」をはじめ、
水辺空間を生かしたさまざまなアウトドアイベントが行われました。市内
の材木店が行ったイベントでは、子どもたちが店長から指導を受けながら、
初めてのまき割り体験に目を輝かせていました。



*

　日常生活において、好きな物を買ったり、一人暮らしをするための契約を結んだりすることは、
誰にとっても当然のことです。しかし、年を取ったり、障がいを持ったりすると、そうした行動が
できなくなり、自分らしい生活を送ることができなくなってしまう恐れがあります。
　今回の特集では、年を取っても障がいを抱えても、変わらず自分らしく生きられるように、家庭
や地域社会で安心して暮らすことができるための選択肢「成年後見制度」について考えます。

事例で学ぼう！  制度利用でお悩み解決！

後見人の任務の一つとして、財産管理があります。本人の預貯金や不動産などを適切に管理し、利用
または処分などの支援を行います。また、後見人は、家庭裁判所に対し年に 1 回、状況の報告を義務
付けられるので、後見人や家族による預貯金の使い込みなどを防ぐこともできます。また、身の回り
のことを自分で決めるのが難しくなった本人に代わり、住まい・医療・介護など、暮らしに関するさ
まざまな選択と決定を支援する身上保護があります。

自
分
で
管
理
し
た
い

「
認
知
症
に
な
っ
た
」
と
言
わ
れ
、

娘
は
私
の
お
金
を
代
わ
り
に
管
理

し
よ
う
と
す
る
。
私
の
こ
と
を
心

配
す
る
の
は
分
か
る
が
、
や
り
た

い
こ
と
も
あ
る
の
で
自
分
で
管
理

し
た
い
。
娘
と
は
仲
が
良
い
か
ら

こ
そ
、
言
い
返
せ
ず
じ
ま
い
。
何

か
良
い
解
決
策
は
な
い
の
か
。

納
付
納
税
も
安
心
！

後
見
人
が
、
本
人
の
思
い
や
考
え

を
聞
い
た
上
で
、
お
金
や
財
産
を

管
理
し
ま
す
。
通
帳
や
印
鑑
、
年

金
手
帳
な
ど
の
保
管
は
も
ち
ろ

ん
、各
種
保
険
料
や
税
金
の
納
付
、

納
税
も
私
た
ち
に
お
任
せ
く
だ
さ

い
。

後見人が支援してくれること後見人が支援してくれること

・定期的な本人との面会、コミュニケーション
・本人の家族、福祉・医療関係者との連携
・福祉サービスを利用するための施設や事業所との契約
・市役所や銀行、年金事務所などから届く書類の確認
・介護保険や健康保険などの手続き
・ケアマネジャーや相談支援事業所との契約
・サービスの不履行がないかなどの確認　　　　　など

身上保護  — 健康や療養のこと

・年金の振り込み手続き、受け取り
・銀行から現金の引き出し、本人への引き渡し
・通帳、定期預金証書、印鑑、年金手帳などの保管
・公共料金などの支払い
・不動産の維持管理、固定資産税の支払い
・遺産分割協議の手続き
・高額な売買契約などの取り消し　　　　など

財産管理  — お金のこと

後見人が本人の権利や財産を守るために行う支援は、上記の二つに分けられます。本人の判断能力が低下した

ときに権利を侵害されやすいのは、お金の管理や支払い、福祉サービスの選択の部分です。これらを適切に支

援することで、本人の自分らしい生き方を守ることができます。

成年後見制度を利用することで、後見人が何らかの理由で支援できない状態になっても、家庭裁判所
が適切な後任者を探し、これまでの後見業務を引き継いでくれるため、本人の生涯を通して権利や財
産を守り、その人らしい生活の実現を支援することができます。

子
ど
も
の
将
来
が
心
配

最
適
な
サ
ポ
ー
ト
を
！

一
人
で
買
い
物
も
食
事
も
し
た
こ

と
が
な
い
、
障
が
い
の
あ
る
息
子

が
い
る
。
自
分
は
持
病
が
悪
化
し
、

こ
れ
か
ら
先
長
く
は
な
い
か
も
。

私
が
亡
く
な
っ
た
後
、
身
寄
り
が

い
な
く
な
る
息
子
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
る
も
の
は
な
い
の
だ
ろ
う

か
。

後
見
人
が
、
定
期
的
な
訪
問
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ

て
、
生
活
状
況
の
把
握
と
確
認
を

行
っ
た
上
で
、
よ
り
適
し
た
福
祉

施
設
へ
の
入
所
を
勧
め
ま
す
。
契

約
の
手
続
き
や
支
払
い
も
私
た
ち

の
仕
事
で
す
の
で
、
安
心
し
て
く

だ
さ
い
。

すでに、病気や障がいなどで本人の判断能力が低下して、契約や支払いなどの法律行為ができなくな
り生活に支障が出ている場合に、後見人に守ってもらう制度のことを法定後見制度と言います。一方
で、03 の事例のように、将来、自分自身の判断能力が低下したときに備え、判断能力がしっかりし
ているときに、任意後見人になってくれる人をあらかじめ決めておく制度もあります。これを任意後
見制度と言います。

将
来
の
自
分
が
心
配

独
身
で
子
ど
も
も
い
な
い
。
今
は

一
人
で
何
で
も
で
き
る
が
、
年
を

取
っ
た
と
き
、
誰
が
生
活
を
支
え

て
く
れ
る
か
心
配
。
で
き
れ
ば
、

知
ら
な
い
人
で
は
な
く
、
自
分
が

信
頼
で
き
る
人
に
見
て
も
ら
い
た

い
。
知
り
合
い
に
弁
護
士
を
し
て

い
る
人
は
い
る
ん
だ
け
ど
…
。

備
え
も
バ
ッ
チ
リ
！

知
り
合
い
の
専
門
家
に
、
任
意
後

見
人
に
な
っ
て
も
ら
い
、
生
活
の

サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
信
頼
で
き
る
人
に
、

老
後
の
年
金
の
受
け
取
り
や
、
病

院
や
施
設
へ
の
入
所
手
続
き
も
任

せ
ら
れ
る
の
は
安
心
だ
と
思
い
ま

す
。

茂呂先生に聞きました！

弁護士　茂
も ろ

呂 信吾 さん

知
っ
て
安
心
！ 

成
年
後
見
制
度

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

　

成
年
後
見
制
度
は
、
加
齢
や
障
が
い
な
ど
に

よ
り
、
自
分
一
人
で
の
判
断
や
行
動
に
不
安
が

あ
る
人
の
権
利
や
財
産
を
守
り
、
自
分
ら
し
く

生
き
る
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
た
と
え
判
断
能
力
が
低
下
し

て
も
、
生
き
方
を
決
め
る
の
は
あ
く
ま
で
本
人

自
身
で
あ
る
べ
き
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、

本
人
の
意
思
や
考
え
を
尊
重
し
な
が
ら
、
そ
の

人
の
持
っ
て
い
る
力
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
、

不
十
分
な
と
こ
ろ
を
補
う
も
の
で
す
。

本
人
の
た
め
の
制
度

後
見
人
と
い
う
安
心
材
料

　

自
分
ら
し
い
生
き
方
を
支
え
て
く
れ
る
の
が

「
後
見
人
」
で
す
。
後
見
人
は
、
法
的
に
権
限

が
与
え
ら
れ
た
範
囲
内
で
、
本
人
の
た
め
に
、

身
上
保
護
や
財
産
管
理
（
下
の
表
を
参
照
）
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

後
見
人
に
は
、
本
人
の
親
族
が
な
る
ケ
ー
ス

も
多
い
で
す
が
、
多
額
の
お
金
が
絡
ん
で
い
た

り
、
内
容
が
複
雑
な
場
合
な
ど
は
、
弁
護
士
や

司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
な
ど
の
専
門
家
が
、

後
見
人
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

*

本
特
集
で
扱
う
「
後
見
人
」
に
は
、補
助
人
、保
佐
人
、

　

成
年
後
見
人
を
含
み
ま
す
。
後
見
人
を
立
て
る
に
は
、

　

家
庭
裁
判
所
で
手
続
き
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
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専門家による専門家による
無料相談を随時開催中！無料相談を随時開催中！

必見です今
ま
で
よ
り
も
さ
ら
に
安
心
！

ま
ず
は
こ
ち
ら
に
相
談
を
！

　

６
月
３
日
㈮
か
ら
、
県
内
嶺
北
７
市
町
が
共
同
で
運
用
す
る
「
ふ
く
い
嶺

北
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
」
が
開
所
し
ま
す
。
市
町
と
連
携
し
、
市
町
の
窓
口
で

は
対
応
が
難
し
い
専
門
的
な
ケ
ー
ス
な
ど
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
、
福
祉

の
専
門
家
で
あ
る
社
会
福
祉
士
３
人
が
常
駐
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心

で
き
る
、
よ
り
手
厚
い
相
談
体
制
を
目
指
し
ま
す
。

〈高齢者について〉〈高齢者について〉

地域包括ケア推進課
☎ 20・5400　ＦＡＸ 20・5426

※お住まいの地区のほやねっと（地域
　包括支援センター）でも受け付けて
　います。気軽に相談してください。

〈障がいのある人について〉〈障がいのある人について〉

障がい福祉課
☎ 20・5435　ＦＡＸ 20・5407

※お住まいの地区の障がい相談支援事
　業所でも受け付けています。気軽に
　相談してください。

福井は三世代同居率が全国トップクラス。

家族や親族がいるから成年後見制度なん

て必要ないと思うかもしれませんが、認

知症や障がいなどは、どんな人でも起こ

り得ることです。困ったときに、日々全

力で向き合ってくれる専門家も身近にい

ます。皆さん、成年後見制度を自分のこ

ととして考えてみませんか。

本
人
を
後
ろ
で
見
な
が
ら
支
え
る

本
人
を
後
ろ
で
見
な
が
ら
支
え
る

「法務」「法務」

　

私
は
社
会
福
祉
士
と
し
て
15
年
間
、
後
見
業
務
を

担
っ
て
き
ま
し
た
。
後
見
業
務
を
す
る
上
で
意
識
し
て

い
る
こ
と
は
、
本
人
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
で
す
。

定
期
的
な
訪
問
を
大
切
に
し
、
そ
の
人
が
ど
ん
な
性
格

で
、
ど
ん
な
人
生
を
歩
ん
で
き
た
の
か
、
で
き
る
限
り

把
握
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

言
葉
が
話
せ
な
い
相
手
で
あ
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
し
た

表
情
の
変
化
で
何
を
考
え
て
い
る
の
か
を
敏
感
に
感
じ

取
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
口
角
が
少
し
上
が
っ
た

り
、
微
妙
に
目
線
が
動
い
た
り
す
る
こ
と
で
、
そ
の
人

が
今
、
喜
ん
で
い
る
の
か
、
怒
っ
て
い
る
の
か
、
不
満

を
抱
い
て
い
る
の
か
な
ど
の
感
情
を
理
解
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
言
葉
以
外
の
部
分
に
は
、
言
葉
以
上
に

本
人
の
意
思
が
表
れ
て
い
た
り
す
る
も
の
で
す
。

　

対
応
が
難
し
い
事
例
が
多
い
で
す
が
、
本
人
の
人
生

の
重
要
な
部
分
を
預
か
っ
て
い
る
以
上
、
解
決
に
向
か

う
た
め
の
最
善
の
策
を
考
え
遂
行
し
て
い
ま
す
。
た
と

え
ば
、
一
人
暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と
が
難
し
い
高
齢
者

で
も
、
す
ぐ
に
施
設
に
入
所
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
本

　

私
は
法
律
の
専
門
家
と
し
て
10
年
以
上
、
後
見
業
務

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

後
見
人
と
し
て
誰
が
付
く
か
の
最
終
的
な
判
断
は
、

家
庭
裁
判
所
が
、
本
人
の
状
況
や
性
格
な
ど
細
か
な
部

分
ま
で
総
合
的
に
考
慮
し
た
上
で
行
い
ま
す
。
本
人
の

こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
親
族
が
選
ば
れ
る
場
合

も
あ
れ
ば
、
解
決
す
べ
き
法
的
課
題
が
あ
る
事
例
だ
と
、

私
た
ち
法
律
の
専
門
家
が
選
ば
れ
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

　

具
体
的
な
支
援
内
容
は
、
収
支
の
確
認
や
各
種
費
用

の
支
払
い
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
病
院
へ
の
入
院
や
、

施
設
へ
の
入
所
な
ど
の
契
約
や
不
動
産
の
売
却
、
遺
産

分
割
に
関
す
る
こ
と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
支
援
業
務

は
本
人
の
状
況
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、
そ
の
都
度
本

人
に
合
っ
た
支
援
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　
「
後
見
」
と
い
う
文
字
は
、「
後
ろ
で
見
る
」
と
書
く

問合せ　地域包括ケア推進課
　　　　☎ 20・5400　ＦＡＸ 20・5426

成
年
後
見
制
度
を
支
え
る
「
後
見
人
」
と
は
ど
ん
な
存
在
な
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
後
見
人
の
中
で
も
、
法
律

と
福
祉
の
専
門
家
と
し
て
活
躍
す
る
二
人
に
、
利
用
者
に
対
し
て
ど
ん
な
思
い
で
、
ど
ん
な
支
援
を
し
て
い
る
の
か
、

制
度
に
対
す
る
思
い
や
考
え
を
伺
い
ま
し
た
。

家庭裁判所が本人に
最適な後見人を選びます

　とても有用な成年後見制度ですが、適切な人を慎重

に選ばないと、お金や財産を不正に濫用されるなど、

本人の権利が侵害されてしまう恐れもあります。

　それを防ぐために、家庭裁判所が公的な視点に立

ち、成年後見制度の根底にもある「本人の権利擁護」

のため、その人にとって最適な後見人を選びます。後

見人になる人が、親族以外の場合であっても安心して

ください。

よ
う
に
、 

後
見
人
に
で
き
る
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
本
人

の
や
り
た
い
こ
と
を
支
え
る
こ
と
で
す
。
本
人
の
病
状

や
障
が
い
の
程
度
に
よ
っ
て
は
、
意
思
表
示
が
で
き
ず
、

本
人
の
考
え
に
沿
う
支
援
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
が
、
な
る
べ
く
本
人
の
意
思
を
か
な
え

て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
最
善
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
そ
の

人
ら
し
い
暮
ら
し
を
送
っ
て
も
ら
う
た
め
、
最
適
な
支

援
方
法
を
模
索
す
る
こ
と
が
私
た
ち
後
見
人
の
仕
事
で

す
。
ぜ
ひ
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

人
が
「
一
人
暮
ら
し
が
し
た
い
」
と
考
え
て
い
る
の
な

ら
、
で
き
る
限
り
尊
重
し
、
関
係
す
る
人
た
ち
と
話
し

合
い
を
重
ね
、
何
が
最
適
か
を
熟
慮
し
た
上
で
決
断
す

る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
課

題
解
決
の
た
め
の
手
段
の
一
つ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
福
祉

施
設
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
、
他
の
支
援
制
度
を
活

用
し
な
が
ら
、
本
人
の
「
生
活
の
充
実
」、「
生
活
の
豊

か
さ
」
を
一
番
に
考
え
、
何
を
選
択
し
て
い
く
の
か
が

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
を

抱
え
る
家
族
の
方
は
、
制
度
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ

と
を
、
納
得
の
い
く
ま
で
と
こ
と
ん
相
談
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
私
た
ち
も
、
本
人
に
対
し
、
そ
の
人

ら
し
い
人
生
を
送
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
業
務
の
枠
に

と
ら
わ
れ
な
い
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
の
利
用
な
ど
に
関
す
る
相
談
は
、
市
の
窓
口
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
親
族
の
人
の
こ
と
で
も
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ところ　田原 1 丁目 13 - 6
　　　　フェニックス・プラザ 4 階

「福祉」「福祉」

本
人
の

本
人
の
想想お

も
お
も

い
に
寄
り
添
う

い
に
寄
り
添
う

私たちがセンターにいるので
安心してください！

竹田智美さん

※電話や面談、出張による相談を行いますが、
　原則、市町の相談窓口に相談してください。
　詳しくは、お問い合わせください。

　　福井弁護士会　　福井弁護士会（宝永 4 丁目）　☎ 23・5255　
と　き　毎週月・木・金曜日の 13 時 30 分～ 15 時
　　　　（祝日、年末年始を除く）
申　込　相談日の 1 週間前から電話受付（先着順）

　　（公社）成年後見センター・リーガルサポート　　（公社）成年後見センター・リーガルサポート
福井県支部福井県支部（下馬 2 丁目）　
☎ 36・0016　ＦＡＸ 43・0608
と　き　毎週水曜日の 13 時～ 16 時（祝日、お盆、年末年始を除く）
申　込　随時、電話受付（平日 10 時～ 13 時）

　　（一社）福井県社会福祉士会　　（一社）福井県社会福祉士会（月見 3 丁目）
☎ 63・6277　ＦＡＸ 63・6330
と　き　平日の 10 時～ 16 時（祝日、年末年始を除く）

宮川知子さん 岩井礼美子さん

司法書士　稲田 眞紀 さん

（一社）福井県社会福祉士会 会長
（月見 3 丁目）

社会福祉士　竹澤 賢
まさ

樹
き

 さん

利用者の声
2 年前から成年後見制度を利
用しています。日常的にお
金を管理してくれることも
助かっていますが、定期的
にある面会の時間を大切にして
くれるのは嬉しいです。自分の
思いをしっかり理解してくれるので安心できます。
信頼できる人が近くで守ってくれているので、今
後の生活も心強いです。

山﨑 敏
とし

夫
お

 さん
（85 歳）

（公社）成年後見センター・
リーガルサポート福井県支部

 支部長（下馬 2 丁目）

広報ふくい 2022.5.105
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現
在
、
鯖
江
の
名
で
世
界
的
に
有
名
な
福

井
の
眼
鏡
産
業
で
す
が
、
そ
の
源
流
が
福
井

市
の
麻
生
津
地
区
に
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。

　

福
井
の
眼
鏡
の
歴
史
は
、
明
治
38
年
に
足

羽
郡
麻
生
津
村
生
野
（
現
在
の
福
井
市
生
野

町
）
の
豪
農
だ
っ
た
増
永
五
左
衛
門
が
、
村

の
冬
の
内
職
の
た
め
に
眼
鏡
フ
レ
ー
ム
作
り

を
始
め
た
こ
と
に
端
を
発
し
ま
す
。

　

福
井
産
眼
鏡
は
、
今
で
こ
そ
日
本
製
眼
鏡

の
シ
ェ
ア
９
割
を
誇
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
こ
に
至
る
道
の
り
は
、
決
し
て
平

坦
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

資
金
や
材
料
の
手
配
か
ら
、
人
材
の
確
保
、

販
路
の
拡
大
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
課
題
は

山
積
み
。
新
興
の
福
井
産
眼
鏡
が
都
市
部
で

売
り
上
げ
を
伸
ば
す
た
め
に
は
、
顧
客
か
ら

の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
高
い
品
質
の
製
品
が

必
要
で
し
た
。

　

そ
こ
で
優
れ
た
製
品
作
り
に
貢
献
し
た
の

は
、「
帳
場
制
」
と
い
う
独
自
の
製
造
体
制

だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
増
永
一
期

生
」
と
呼
ば
れ
た
高
い
技
術
を
持
っ
た
職
人

た
ち
を
親
方
と
す
る
職
人
グ
ル
ー
プ（
帳
場
）

を
作
り
、
そ
の
下
に
弟
子
た
ち
が
置
か
れ
ま

し
た
。
各
帳
場
同
士
が
互
い
に
腕
を
競
い
合

い
な
が
ら
、
熱
意
を
持
っ
て
取
り
組
ん
だ
こ

と
で
、
福
井
の
眼
鏡
フ
レ
ー
ム
の
品
質
は
飛

躍
的
に
向
上
し
た
の
で
す
。

　

明
治
44
年
に
は
、
増
永
家
の
親
族
で
麻
生

津
村
角
原
（
現
在
の
角
原
町
）
に
住
ん
で
い

た
清
水
与
右
衛
門
が
、
眼
鏡
レ
ン
ズ
の
加
工

技
術
を
導
入
し
ま
す
。「
モ
ミ
ヂ
印
レ
ン
ズ
」

と
銘
打
た
れ
た
レ
ン
ズ
は
、
増
永
工
場
に
持

ち
込
ま
れ
、
大
き
く
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
ま

し
た
。

　

五
左
衛
門
の
眼
鏡
フ
レ
ー
ム
作
り
に
レ
ン

ズ
加
工
が
加
わ
り
、
さ
ら
に
は
メ
ッ
キ
や
セ

ル
ロ
イ
ド
フ
レ
ー
ム
な
ど
の
新
し
い
技
術
も

次
々
と
発
展
し
、
麻
生
津
村
内
で
完
成
品
と

し
て
の
眼
鏡
を
一
貫
生
産
す
る
体
制
が
整
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

麻
生
津
村
で
生
ま
れ
た
眼
鏡
産
業
は
、
そ

の
後
、
増
永
分
工
場
の
置
か
れ
た
河
和
田
村

（
現
在
の
鯖
江
市
河
和
田
町
）
か
ら
、
鯖
江

へ
と
広
が
り
ま
す
。

　

福
井
の
眼
鏡
は
、
後
に
戦
争
で
軍
需
産
業

へ
の
転
換
が
強
い
ら
れ
る
ま
で
、
満
州
、
中

国
、
イ
ン
ド
な
ど
、
海
外
に
も
輸
出
さ
れ
ま

し
た
。
昭
和
８
年
に
は
昭
和
天
皇
へ
の
献
上

品
を
製
作
し
、
昭
和
45
年
に
は
大
阪
万
博
の

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
収
納
す
る
眼
鏡
に
選
ば

れ
る
な
ど
、
福
井
の
眼
鏡
は
世
界
へ
羽
ば
た

い
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

そ
ん
な
福
井
の
眼
鏡
史
の
黎れ
い
め
い明
期
を
描
い

た
映
画
「
お
し
ょ
り
ん
」
が
、
令
和
５
年
秋

に
公
開
予
定
で
す
。

　

原
作
は
、
作
家
の
藤
岡
陽
子
さ
ん
に
よ
る

同
名
の
小
説
。
増
永
五
左
衛
門
と
そ
の
妻
む

め
、
弟
の
幸
八
た
ち
に
よ
る
奮
闘
の
物
語
で

す
。

　

先
月
、
福
井
出
身
の
制
作
ス
タ
ッ
フ
や
地

元
市
民
の
協
力
と
応
援
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、

撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
で
は
、
猿
田

彦
神
社
（
冬
野
町
）
や
、
お
さ
ご
え
民
家
園
、

五
太
子
の
滝
（
五
太
子
町
）
が
、
撮
影
地
に

選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

主
役
の
増
永
む
め
役
に
北
乃
き
い
さ
ん
、

五
左
衛
門
役
に
小
泉
孝
太
郎
さ
ん
、
幸
八
役

に
森
崎
ウ
ィ
ン
さ
ん
。
福
井
ゆ
か
り
の
俳
優
、

津
田
寛
治
さ
ん
や
榎
木
孝
明
さ
ん
も
出
演
し

ま
す
。

　

映
画
の
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
て
い
る
「
お

し
ょ
り
ん
」
と
は
、
福
井
の
古
い
方
言
で
、

厳
し
い
冬
が
明
け
る
こ
ろ
、
日
中
の
日
差
し

で
ざ
ら
め
状
に
溶
け
た
積
雪
の
表
面
が
、
再

び
翌
朝
の
冷
え
込
み
で
硬
く
凍
っ
た
状
態
の

こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

道
の
あ
る
と
こ
ろ
も
な
い
と
こ
ろ
も
、
普

段
は
田
ん
ぼ
が
あ
る
場
所
も
、
見
渡
す
限
り

一
面
の
雪
の
上
を
足
が
沈
ま
ず
に
ど
こ
ま
で

も
歩
い
て
い
け
る
。
あ
の
何
と
も
言
え
な
い

自
由
で
爽
快
な
感
覚
は
、
今
も
年
配
の
皆
さ

ん
の
記
憶
の
中
に
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

そ
う
し
た
福
井
の
原
風
景
や
古
く
か
ら
の

福
井
の
方
言
や
な
ま
り
な
ど
が
、
映
画
の
中

で
ど
う
描
か
れ
る
の
か
も
、
鑑
賞
す
る
上
で

楽
し
み
な
と
こ
ろ
で
す
。
公
開
が
と
て
も
待

ち
遠
し
い
で
す
ね
。

五太子の滝での撮影の様子。写真右手前が小泉孝太郎さん、右奥が酒井大地
さん（福井県出身）

おさごえ民家園でのロケハンの様子
増永五左衛門

帳場制のもとで眼鏡フレームを製作する当時の職人たち

昭和天皇に献上された眼鏡（写真は複製品）

福
井
を
舞
台
に
映
画
化

福
井
の
眼
鏡
産
業
は
麻
生
津
か
ら
始
ま
っ
た
！

福
井
が
舞
台
の「
お
し
ょ
り
ん
」
が
映
画
化

あ
ら
す
じ

　

村
を
あ
げ
て
の
羽
二
重
織
産

業
が
失
敗
に
終
わ
り
、
農
業
だ
け

が
頼
り
と
な
っ
て
い
た
貧
し
い

村
に
、
増
永
五
左
衛
門
の
弟
幸

八
が
大
阪
か
ら
眼
鏡
を
持
ち
帰

る
。「
眼
鏡
作
り
を
始
め
て
、
こ

の
村
の
基
幹
産
業
に
し
よ
う
」。

　

し
か
し
、
新
し
く
事
業
を
始
め

る
こ
と
の
厳
し
さ
を
思
い
知
っ

て
い
た
兄
は
、
な
か
な
か
首
を

縦
に
は
振
ら
な
か
っ
た
。

　

あ
る
と
き
五
左
衛
門
た
ち
は
、

学
力
不
足
を
理
由
に
小
学
校
を

退
学
に
な
っ
て
い
た
村
の
娘
ツ

ネ
が
、
初
め
て
眼
鏡
を
掛
け
る
瞬

間
に
立
ち
会
う
。
黒
板
の
文
字

が
読
め
ず
勉
強
が
進
ま
な
か
っ

た
の
は
、
た
だ
視
力
が
悪
い
だ

け
だ
っ
た
の
だ
。

　

眼
鏡
が
一
人
の
人
間
の
人
生

を
変
え
う
る
―
―
。
そ
の
日
か

ら
、
五
左
衛
門
を
は
じ
め
と
す

る
村
人
た
ち
の
眼
鏡
作
り
が
始

ま
っ
た
。

福
井
の
眼
鏡
の
源
流

「おしょりん」藤岡陽子／著
【出版】ポプラ社
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シ
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原
作
「
お
し
ょ
り
ん
」
を
読
ん
で

映
画
を
も
っ
と
楽
し
も
う
！

　

こ
れ
か
ら
日
本
に
教
育
が
普

及
し
、
読
書
を
す
る
人
が
増
え

る
。
き
っ
と
眼
鏡
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

幾
多
の
試
練
を
乗
り
越
え
、

互
い
に
支
え
合
い
、
ね
じ
の
一

本
に
ま
で
神
経
を
行
き
届
か
せ

た
頑
丈
な
眼
鏡
が
完
成
。
五
左

衛
門
の
名
で
出
品
さ
れ
た
眼
鏡

は
、
内
国
共
産
品
博
覧
会
で
見

事
、
有
功
一
等
賞
金
牌
を
と
っ
た
。

　

五
左
衛
門
と
幸
八
は
、
眼
鏡

産
業
の
発
展
と
希
望
を
朝
日
の

光
に
重
ね
合
わ
せ
、
真
っ
白
な

「
お
し
ょ
り
ん
」
の
上
に
立
つ
。

小
説
「
お
し
ょ
り
ん
」
よ
り

—
—

兄
ち
ゃ
ん
、
ほ
ん
ま
や
。
お
し
ょ
り
ん
や
。

ど
こ
歩
い
て
も
え
え
ん
や
な
あ
。
お
れ
、
汽
車
を

見
て
み
た
い
ん
や
。
線
路
を
た
ど
っ
て
い
っ
た
ら
、

も
っ
と
も
っ
と
遠
く
ま
で
行
け
る
ん
や
ろ
。
兄

ち
ゃ
ん
、
汽
車
の
見
え
る
場
所
ま
で
連
れ
て
っ
て

く
れ
や
。




